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［教育プログラムの概要］ 

 本専攻では、基礎工学研究科の理念である「科学と技術の融合」により将来の様々なシステム（電
子、光、量子、情報、ロボット、社会、数理などの諸システム）を創成する高度な人材を養成する
ことを目標に、国際性と学際性を意識し未踏領域を切り開く先見性、構成力等の総合力の育成に取
り組んでいる。将来のシステム創成を担う高度人材の育成のため、基礎工学研究科の教育目的 
  １）確固たる専門知識に基づき基礎から応用にわたる研究開発を推進できる研究者・技術者 
  ２）高い専門性と広い知識をもって学際新領域を開拓する科学者・研究者 
  ３）自立した研究開発能力を有する国際的リーダー 
を達成するために大学院実質化改革を進める。従来型の研究力育成の教育を横糸に、学際展開力・
国際力・社会力を縦糸にする重畳型コースワークを構成することで、様々な資質同士が強固な織物
をなす、システム創成の次世代プロフェッショナル人材の育成を目指す。以下の三つの観点に基づ
く教育実質化を行い、大学院教育改革推進室の機動的なリーダーシップに基づき研究科内外の委員
会等各種関連組織との協力で有機的に連携させることで、博士後期課程への進学奨励を前提とする
５年一貫型教育を意識し、専攻内の4学問領域毎に内在してきた優れた教育方法論を融合し専攻全体
で平準化する三位一体の教育総合コースワークを提供する。 
（ａ）最先端高度専門教育実質化 
 専攻が提供する基盤専門カリキュラムでカバーしきれない最先端研究分野を、工学研究科、理学
研究科、各研究センター等の学内組織と学際融合教育研究センターを通じて連携し、研究系の高度
副プログラムとして履修を組み込む。博士後期課程学生を研究分野毎に適した海外大学に研究留学
派遣することで、最先端の研究動向を調査研究させる課程を組み込む。 
（ｂ）学際新領域教育実質化 
 基礎工学研究科が提供できない学際領域カリキュラムを、コミュニケーションデザイン・センタ
ー等の学内組織と学際融合教育研究センターを通じて連携し、学際系の大学院高度副プログラム（文
系も含めた幅広い分野の素養を身につけるとともに高度な専門性を獲得させるための教育プログラ
ム。修了時にプログラム修了認定証発行）として履修を組み込む。学生の動機付け、幅広い学際的
高度知識の体得のために、従来のレポート中心の成績評価を改め、欧米並みの筆記テストを中心と
した成績評価へ移行する。これらを達成するための成績厳密化ＦＤや教員の達成度事後評価を行う。
（ｃ）自発的研究力啓発実質化 
 我国の大学院学生に共通する自発的研究力不足の根本的解決のために、英語による研究討論を組
み入れ、将来のシステム創成を担う高度人材に必要な論理力、表現力、語学力を体得させる。具体
的には、海外受入留学生を交えた討論、自発的発表を英語で行う「英語プレゼンテーション」、自
由な研究構想力を養成するための仮想研究提案訓練「リサーチプロポーザル」を履修させるととも
に、研究留学による研究成果報告と発表、およびその体験を多面的に討論することで「領域研究」
単位の評価に組み込む。提携企業の研究開発部門に短長期で派遣する研究インターンシップを積極
的に進め、終了後の報告発表討論を義務づけることで、「研究インターンシップ」の単位として、
履修に組み込む。 
 博士後期課程学生は、国際学生フォーラムや、主要８大学の学生と共同する国内学生フォーラム
の学生自主開催を、リーダーシップ力を涵養する研修として組み込む。 
 
 研究開発の即戦力人材として企業就職する米国大学院生に対して、国内卒の大学院生は企業での
チーム活動に不可欠なコミュニケーション能力の不足が、中教審、経産省他で「社会人基礎力」の
欠如として指摘されている。これは、初等教育から高等教育まで様々なレベルや文化を有する人と
の交流の機会と経験が米国に比べて圧倒的に乏しいことに起因する。そこで、「ラボローテーショ
ン（他研究室インターンシップ）」など、異ディシプリンの人間（教員、学生とも）と体系的・機
能的に交流させる人間交差（ヒューマンスクランブル）型のプログラムを提供する。 
 学内に研修提供ノウハウが乏しい社会力の技能研修「ビジネス人材能力検定に基づく学生自己分
析」、キャリアアップ研修、技術英語執筆研修は外部専門業者等と積極的に提携し、研修単元を学
内に蓄積すると同時にその電子化を行い、教育情報システムにより様々な技能研修を永続化する。
これは、学生個人資質、教育課程と達成度目標を可視化するもの（院生ポートフォリオ）として、
学生本人はもとより複数指導教員間の教育意識の共通化、可視化に資する。 
 
 本教育プログラムは、これまで個別教員の努力で展開されてきたこれら三つの実質化を、組織的
コースワークに統合し、その相乗効果と学生へのコースワークを明示化・可視化したものを、「国
際リーダーシップ育成人間交差型コースワーク」と呼び、大学院教育を社会ニーズに基づく国際化
と学際化の高度に推進することを目指す。そして、高い専門性と自立した研究能力を有する、世界
に通用する高度プロフェッショナル人材の継続的輩出の基盤整備を最終目標とする。 
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 履修プロセスの概念図（履修指導及び研究指導のプロセスについて全体像と特徴がわかるように図示してください。）

（１）指導プログラムのアウトライン： 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 時系列モデル履修プロセス例（前期1年次で研究インターンシップ、後期2年次で短期海外留学）
 博士前期課程1年次 2年次 博士後期課程（1〜3年次） 

専門教育 基盤（必修）、境界（選択） 博士研究 
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・複数指導教員体制 
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大大学学院院教教育育実実質質化化推推進進  

自自発発的的研研究究力力啓啓発発 基基礎礎教教育育環環境境整整備備 
■学内外研修と進学奨励による育成 
 相乗効果 
■留学、進学を目指す高度人材養成 
 コースの明確差別化 
■カリキュラム整備 専門英語講義 
 （既存科目の充実）、技術者倫理・ 
 技術マネジメント教育、技術発表 
 訓練（新科目）、研究インターン 
 シップ（単位化）、３〜４ヶ月程 
 度の短期海外留学 
■成績評価(GPA)と博士審査の厳密化 

■システム創成専攻ならでは、自然、人
工物、社会を包含したシステム創成の
試み 

■大学院教育改革推進室設置 専任職
員１名を雇用 

■教員の個別スキル、強度努力から脱
却した情報システムの構築 

■外部専門人材能力開発業者等との提
携による、研修ノウハウの蓄積と電子
化 

■専攻国際化を鍵とする自発性向上教
育 

■企業研究者、海外留学生との積極交流、
討論、デザイン力養成を核とする仕組み強
化と必須科目化 

●「英語プレゼンテーション」自主的発表、
海外留学生との討論 

●「リサーチプロポーザル」研究構想力、
デザイン力養成 

●「海外研究留学」留学と帰国後の研究
発表討論 

 

＜＜研究科内連携＞＞ 
○教務委員会 
○研究インターン 
 シップ委員会 
○国際交流委員会 
○留学生相談室 
○未来研究ラボシス 
 テム運営委員会 

＜＜教育目標＞＞ 
全     学 ：「教養」「デザイン力」「国際性」 
基礎工学研究科 ：１）確固たる専門知識に基づき基礎から応用にわたる研究開発を推進できる 
          研究者・技術者 
         ２）高い専門性と広い知識をもって学際新領域を開拓する科学者・研究者 
         ３）自立した研究開発能力を有する国際的リーダー 
システム創成専攻：「科学と技術の融合」に基づき、新システムの開拓、諸要素・方法論の統合を 
         先導する国際的通用性の高いリーダーとなる人材 

＜＜学外連携＞＞ 
○海外提携大学／研究所 ○ベトナム政府研究所他 ○研究インターンシップ受入企業 
○8大学工学部長懇談会 ○8大学NPO「UCEEネット」 

学部演習実験TA雇用 全員のRA雇用(年額50万円) 

＜＜学内海外連携＞＞
○大阪大学海外拠点 

オフィス 

＜＜学内連携＞＞ 
○コミュニケーション 
 デザイン・センター 
○金融・保険教育研究 
 センター 
○ … 

＜＜学内連携＞＞ 
○学際融合教育研究 
 センター 

人間

交差
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＜採択理由＞ 

 

大学院教育の実質化の面では、科学と技術の融合により学際新領域の創成に貢献する人材という

養成目的が掲げられており、高い専門性と幅広い視野を持つ人材養成のための多様なカリキュラム

の準備、組織の連携および教員組織の整備がなされていることは高く評価できる。 

教育プログラムについては、現状分析を踏まえて、学生の自立と独立に向けた配慮がなされると

ともに、様々なレベルの人材交流を柱とした、きめ細かいプログラムとなっており、特にポートフ

ォリオによって学生の能力獲得を可視化する取組やラボローテーションは意欲的な取組であり高く

評価できるが、支援期間終了後の展開について更なる計画の具体化が望まれる。 

 


